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第5回 鹿野川ダム水質検討会

－ 水質予測モデル現況同定の概要－

参考資料
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【水質予測シミュレーションによる散気管必要台数の検討】

＜水質予測モデルの構造（鉛直2次元モデル）＞

稲生川

放流水

肱川

富野川

黒瀬川

鹿野川ダム

貯水池モデル

河川モデル

貯水池モデル

肱川

野村ダム

舟戸川

放流水

＜鹿野川ダム水質予測モデル＞
(1)水質予測モデルの構築

ダム貯水池を流れ方向と深さ方向
にブロック分けし、水の流れやアオコ
原因種などの水質変化を計算する。

散気管によるアオコ抑制効果、冷
水や濁水の軽減などに必要な運転方
法、施設規模を把握する。

放
流 流入

←流下方向
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【参考：鉛直2次元モデルのモデル構造式】
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<連続式（質量保存則）>

水の流れは以下の式に基づき表現する。

<運動方程式（運動量保存則）>

X方向（流れ方向）

Ｙ方向（深さ方向）

t：時間，x：水平軸，y：鉛直軸（上向き正），u，v：x，y方向の
流速，Dmx，Dmy：x，y方向の渦動拡散係数，P：圧力，ρ：水
の密度，g：重力加速度，δ：密度差である。

<水の動きと圧力計算の流れ>
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【参考：鉛直2次元モデルによる水質項目の内容】
水の流れに加え、富栄養化に関する水質項目を計算・出力
する生態系モデルを構築する。

植物プランクトンは種別（アオコ原因種など）毎に計算する。

   日射 逆幅射

   大気幅射 蒸発その他

　死滅

DO 河川から供給

植物プランクトン

P-COD 分解 　死滅 死滅

D-COD

分解   沈降 O-N

摂取 　分解

 吸着 摂取

D-PO4-P I-N

 溶出 沈降 沈降  溶出 沈降 沈降  溶出 沈降

底　　　　泥

P-PO4-P

O-P

分解　

▽

 光合成

消
費
（

分
解
）

＜有機態リン＞ ＜有機態窒素＞
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曝気施設（散気管）による水の動きと水質改善効果を予測す
るモデルを組み込む。

平成21年の鹿野川ダムでの運用実績とその効果を参考にモ
デルを検証する。

＜曝気（散気管）モデルの考え方＞

【参考：曝気（散気管）モデルの導入】
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＜鹿野川ダム（ダムサイト地点）における現況の水質再現性①＞

(2)水質予測モデルの妥当性確認（鹿野川ダム現況；H9～18年）

鹿野川ダムの計算結果と実測値を比較し、再現性を確認した。

計算結果 実測値
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＜鹿野川ダム（ダムサイト地点）における現況の水質再現性②＞

(2)水質予測モデルの妥当性確認（鹿野川ダム現況；H9～18年）
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(2)水質予測モデルの妥当性確認（鹿野川ダム現況；H9～18年）

<実監視でのアオコ発生期間>

<シミュレーションでのアオコ発生期間>
鹿野川ダムで実際にアオコ

が発生した期間と、シミュレー
ション上でのアオコ発生期間
は概ね合致している。

（7～10月にアオコ発生）

シミュレーション上のアオコ
発生目安は、藍藻由来（アオ
コ原因種）クロロフィルa濃度※

で評価
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※OECD(経済協力開発
機構) 富栄養化判断基準

8μg/L年平均Chl-a

25μg/L年最大Chl-a

判断基準項目
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＜野村ダム（平成21年）における散気管の水質再現性＞

(2)水質予測モデルの妥当性確認（野村ダム曝気；H21年）

散気管の効果について、平成21年野村ダムの曝気運用（4基稼
動）と水質実測値から、再現性を確認した。

曝気の運用（図中黒線）により、Chl-aの改善効果が見られる。
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＜鹿野川ダム（平成21年）における散気管の水質再現性＞

(2)水質予測モデルの妥当性確認（鹿野川ダム曝気；H21年）

同様に、平成21年鹿野川ダムの曝気運用（1～4基稼動）と水質
実測値から、鹿野川ダムでの再現性を確認した。

曝気の運用（図中黒線）により、Chl-aの改善効果が見られる。
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